
担当所属： 建設局 道路建設部 道路環境整備課（整備第１係） 

事業名等： 先斗町通電線共同溝新設工事（通信系・電力系） 

取組・効果： （１） エコボールを用いた仮埋戻し（工期短縮,騒音低減） 

 先斗町通は狭隘な路線のため，重機が一部でしか使用できず，夜間施工を

基本とし，翌日には仮復旧で交通解放を行う現場である。掘削及び仮埋戻し

を人力で日々行うことになり，電線共同溝本体工事の進ちょくが図れないと

いう課題があったので，試験的に「エコボールを用いた仮埋戻し」を行った。

エコボールを使用することにより，埋戻し，仮復旧，再掘削の時間が短縮で

き，本体工事の日進量が増加するとともに，砂や砕石等の埋戻し材の使用量

の削減，ランマ―使用時の騒音の削減を行うものである。 
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エコボール 
・ポリプロピレン製 
・直径５cm 
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担 当 所 属 ： 交通局 高速鉄道部 電気課（電力係） 

事 業 名 等 ： 電車線摩耗量測定の効率化 

取組・効果： （１）電車線摩耗測定装置の可搬型への変更（更新） 

地下鉄における電車線は電車に電力を供給する重要な設備である。 

電車線（トロリー線）の長さは地下鉄烏丸線と東西線を合わせると，数十

ｋｍの長さがあり，その維持管理には多くの労力を必要としている。 

特に電車線は電車（パンタグラフ）と直接接触するため，摩擦により徐々

に摩耗してしまう。この摩耗量が大きくなると電車線が溶断されてしまう架

線事故につながるため，電車線の摩耗量測定は重要な作業の１つとなってい

る。 

電車線の摩耗量測定には特殊な測定装置（電車線連続摩耗測定装置）が路

線（烏丸線・東西線）ごとに必要であるが非常に高価なため，更新にあたり

従来の車両一体型のものから各路線で共有できる可搬型のものを採用した。 

この結果，購入台数が２台から１台となり，コスト削減が図れた。 

また，従来とは異なる非接触タイプを採用することにより，測定装置が電

車線に直接触れず，装置自体の損耗が少なく高速で測定が可能となった。 

非接触測定イメージ

測定装置

撮影画像から摩耗量を検測

電車線

測定装置 検測車両

高さ･硬点測定
ﾊﾟﾝﾀｸﾞﾗﾌ撮影用照明

摩耗･偏位測定用照明

摩耗･偏位測定用
カメラボックス

高さ･硬点測定
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